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電力襲．振器の結合負荷同路

　黒　　湖1　貞　　…

（1昭禾1．i　27・年3月3ilレ受遥里〉

The．Coupled　Loacl　Circuit　of　the　li　o．wer　Oscillator

Teiichi　Ku．RoB｝’“．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　Abstraet

　　　Connecting　the　loads　to　a　power　osc｛Ila‘　tor　throug｝｝　a　coupled　circtiit，　1　obtained　the　chara，　cteristicg．

of　the　genergt｛on　frequep．c．v，　tlie　efficiency　of　trans｛er　of　power，　the　plate　lmpeda，　nce，　the　coupling

coef｛icient　t　nd　the　load　power　etc．．　’1“here　are　three　frequencies　over　criticf　1　coupl｛ng．．，　in　ft，　n　inEt：mt

qf／swi／chin．g．　in，a　generation　freguency　is　an　upper　frequency　in　the　region　of　f，，／fi　〈1　ft‘　nd　a　lo“rer

frequenc｝r　in　the　region　of　f2／A　〉　1・　The　chara，　cterig．　tics　of　the　efficiency　of　transfer　of　power　and

the　plate　impedance　ic　re　inverse　one　a‘nother，　and　the　point　of　maximum　e£｛iclency　coincldes　with

the　poi賦of　minlmu【n　plate　impedance．　One　wishes　a　good　efficiency，　but　the　better　the　e壬ficiency

the　greater　the　variatlon　o壬frequency．　Being　shown　the　method　of　determi舩tion　of　a　proper

coupli，4g　coefficient　a｛ccording　to　the　oscillator　at　nd　the　1oad，　one　cac　n　get　the　maximum　power　by

selecti6n　ef　a　coupling　coefficient　in　sp｛te　of　the　loac　ds・　Tlic　load　power　shows　double　humps　for

the　ee’　greater　tha，　n　a　certaln　Qg　and　shows　a，　sin．crle　hump　at　an　upper　frequencY　and　a‘　lewcr

frequency　resp，ectively　for　the　C．．）g　greater　tha‘n　critlcal　coupinqL・
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緒 需

　　．一・般に電力三振器の員荷は結合圓路によって接績される．結合踊路そのものの特性に就いては

充’ク｝己卸られてるるが，・獲払ミ器の陽，極二二芥に尉f・合員荷i亘i路が接慰iしてみる場合・の群細な生｝窄1三に芳姥いて

は未だ明らかにされてみない様である．そこで筆者は員荷インピーダンスの抵抗分として二：二次．隙｝路

の9騨解リ・”ン粉として二剛鄭跨の糊服蜘・噸」v’・ρ晒畷振服蜘撒イ
ンピーダンス，Ft．・・次側か． 逑�氈D側への電力傅途能…率及び鎧荷出力等の關係を求め，3（結合係数とそ

れらとの關係をも求めた・　この結果電力獲振器の結含・員㌃町特性は極めて明瞭になった・
　　　　　　　　　1



196　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　黒　　　音i｛　　頁　　　一

　　　　　　　　§1・攣振周波数　　　　　　　　　　Ctt

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一…　1
　　獲振器の型は反結合獲振器であれば何れでもよいが，

融聯繍搬第、瞳陶賄之馳蠣剛鰻　　鰯㌧
換すれば第鋼の下等｛豆胴雛なる・御一　　　　　榊

　　　　　　　　一網C・Sω≠．ノ画C・Sω∫　　　　　　　第1圃
　　　　　　どニ　　　ぱ　　　　　　　ニニ
　　　　　　　　ユ千ゴ場ωoエ　’　rl、　e」Ci

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　τ　パ
　　　　　　α一C・（　　　　　　　　　11十　　　　　（r；，　c，）Ci）2）k・・Ci　　・～

　　　　　　1・；・一一耳13癬…．戦識）ガ　　　　　q

　　　　　　r；，＝實効眞胆管内部抵抗

少する．

より．求めることができる，

　　　　　　　　　　　ω2ルf2
　　　　　　Z慧Z1十　　　　　　　　　　　　　　＝R十ノA「
　　　　　　　　　　　　Z2

■＝＝oより

　　　　　　R、2λr、＋X、奥，2一為ω2廻2＝0　　……・

但し

　　　　　　z・一・1薪門門＋ノ←距一詣）

　　　　　　ろ講偶魂＋ノ（　　　　　　　　　　1ωゐ。一　　　一　ωら）

　　　　　　妨一・嬬㍉誘π・、碗一・・ムー毒

　　　　　　∫r爽：振周波数

　　　　　　・一弁・・一青，α一二1一，躯薯

　　　　　　．tJ4ft＝J〈2　Ll　L2

　　　　　　κ＝結・含係数

とすれば

　　　　　　（・一K・）　n6　一ト（・一K2読・）］

なる式が威り立つ・

G蔓表

獲振器同諮

　　　　う　　門　　工λ
　

R；　　し2

R．

R2

C2

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2團　獲振器等似麟路

眞察管の内部抵抗がある爲にr；，が直列園路に入ってき，ご次回路のρはR｛のみの場合より減

この獲振周波激は近似的trL一．一gytぐ側より二次側を見たインピ・・…ダンスZのリアクタンス分■＝0

（1．　1）

海浦
i2－m！一　．．．，1．　，．　　　9，”一）n！一ni4　＝＝・…（・2）
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　　このノ12に關する三次方寸式を解けば〃部ち獲振IJII波田を求めるごとができる9『第3圃は1（篇0．1

とし9，をパラメーークー一として（1．　2）式を解き，lzとη～との關係を描いたものである．　fiは一・定なる

故πとmとの關係ぼ樹辰周波数とf雪輪はCl－oとの長病と等績である．（1・2）式の解は第3嗣よbも分

る如く二つの場合がある・帥ち

　　　　ユ・92K＜1の時：一一・・つが曽根で二：：；一つが共糸な複素根

　　　　2・、ρ21ぐ＞1の時：三つが寛骨

而して鳥κ＝1の時を臨界結’合と云ふ．t第3繭に：於てP，＝＝10が之である．臨界結合以下に於ては

起夢得る獲振頗皮激は1　｛［lilであるが，以上に於ては3個である．スイッチを入れた瞬聞3個の申ど

の凋三聖が獲生するかは，一・・次号から見た十四垂｛インピーダンスが最も大になる如き周波数である・

之は後違の陽極インピーダンスの特性よりも分る如くηn＜1に於ては上周波激，li？＞1に於ては下周

波数であり，中周波数は一一般に長ま嚢生しない．何となれば中岡波数では常に1場極インピーダンスは

最小になる・ここに上周波激：，中周波数，下糊波数とは獲生し・得る周波撒：rl，i最も高v・周波数，　rll聞

の周波数，報：も低い周波数を云ふ．

　　又一一・三三生した後窃を攣化して111を塘加叉は減少し．てゆくならば，上周波数叉は下〃昌波数に溝

第3圏t一％イ伍と？7τ＝f2／fiとの瀦係但しK・・O．1



198 黒　㍊　頁　一一

って第3圖の矢印の如く攣化し，　11の最大叉は澱小黙まで達し・た孝妾：第3圖の黙線の鶴く急激に下圃

波数：父は上野波激にil專換する。

　　第4圃は9，に封ずるltの關係を111をパラメー一　］r・一として描いたものである・但しK　・O．1，91

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＝100にして中周波数は省略してある．前蓮の

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　如く中澗波数は實際に1ま起り得ないので以後総

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　て省略する．第4圃に於てある範剛では起り得

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る燭波数は2個あるが，rtl＜1では上野波数が，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　η’＞1では下岡波数が起ることは第3岡の場合

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と同様である，而してni　・1に於てはどちらが

1．14

1．12
ピ

重
1．05

「沸

・1．08
i r1

1

十 1

『1
週．04 o．q

λ
i Ir αq

→
1←胃 i 1

1 1
1

1

1
1 1

1

←
8 1

1　口

Los
→ 1他

oq6
、 1←

本 1

面aq5
αφ →

十

「禦9

0£8
i　　　　2 5 4 5 10　　　　20 50 尋 5 10

v・が，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　趨るか判然としないが下周波数が起る傾向に：あ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　る。何となれば下周波激の方が僅か陽極インピ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ーダンスが大きV・からである．一痩獲生した後

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　92を攣化してゆく時は第41圃の矢印の如く徐々

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　に攣化し急激に墾化する；事はない・丙し臨界結

　　　　　　　　　　　　　　　　　　o　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合以上の或る92の時7〃を加滅して，ノ〃＜1に於
　　　　　　　　Q．
　第欄n…f／fiとQ，との關係　　　て欄1皮数・tl＞1に於て上1撒敷を嚢生した

　　　倶しK＝0’1Qi　＝100　　　　　　　時，9、を増：加しても同様に突然攣化する事はな

92を減少してゆく時は第4圃の黒趨iとの如く，ある9，で急激に攣髄化して下周波敏は上周波数

に，上周波数は下周波数に1博換する・

　　次に二次圓路のリアクタンス分が攣化する時，・2iの墾化に封する11の攣化の割合，　EPち2n／∂’ti

は計算の結果次の如くなる。

　　　　　・㌧盟（2一嚇ゆn4一（2一壷）一＋2m2……（．，）

　　　　　Omn3（1－K2）・・一・（・一一K・一一…凄．〉桝〃・・一‘・・n・＋（・一6，2一）〃・・

　　（L3）式よりm／nが1に：近い程On／∂〃1の1直ぽ大になる・第5圃はlilとOnfO〃1の關係を9，をパラ

メー一　9　一一として描いたものである・臨界結合以下に：於ては〃’≒1に於て員の最大値になり，特に：臨

堺，結・合に於ては〃～聯1に於て一。。になる．臨界結・合以上では．lr．周波数，下周波数共に’〃が1を過ぎ

た所で最大になり，臨界結合以下の場イ｝と逆に値は杢て了Eである・故にη吻が1に近い程周波数攣

動は大であるが，後蓮の如く電力僅途能…率は大である．

　　叉二次回路の抵抗分が攣化する時9，の攣化に封する11の攣化の割合，即ちOn！∂Q2は計算の結

果次の如くなる．

　　　　　on．1　mn““　（n2－1）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・　（1．　4）
　　　　　？P2　e23　？t（1．一K2）．4一．g．（2ndl〈2ww　一ttliti…）in2n2＋tn“一2n2．＋　（2ww　一c一；．’2＝2”）i’i‘“’
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（1・4）式よりO・i／∂9・，の値はρ島が大なるに從い急激に減少する．又9，が極めて小になれば”ぱ1に

近づくので反って小となり，ある92に於て最大になる．第1表A，Bは種々なるm，9，に於ける2n／

∂9，の値を示してみる・表より〃顔1に於ては92篇2～5の時最大であり，in＝1に於ては92篇10十d

に於て最大である．但しdは極めて小なる疋の数である．　o．81

　　　　　　　　第1表A　∂n／∂Q2
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0s
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－O．668
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16．7
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sor．6
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第1表B　∂篇／∂Q±

Q2

勿3
く10 10 　12

~】o｝：

　工5

~10叩3

　鋤0

~10喘4

　50　　　100

~10－5×10－6

（十】04

　　0．2

毅・l

o．l

c一）　O．4

　　0．6

i 0　不定形
5．，5S2　1　2．23　1　S．26　1　〈t　93

4．75　1　2．01　1　7．06　1　3S‘．）

5．51

4．S8

1

Q”50 黙
～

2
’

’

O．8　OA　1　Ll　L2　　　　　　　　犠
第5圓　∂n／Omと”Z　＝．ノ～ウらとの勝語f系

　　　倶しK＝＝0．1Q卍”100

　　　　　　　　　　　　　　　　　§2・電力僖逡能傘

　　電力悔途能雍ηとは二F7’く倶葛に俳途される電力IP2と獲振器で護生する電力，2Pち一一次側電力PI

と二次側電力P2との和の比である．帥ち

　　　　　　η蟹＿．黒るi＿、＝＿＿．＿＿L＿w
　　　　　　　　　　　　　　　1一十一　i」P，VY）．oi　　　　　　　　Y）i］十IP，1

耐ljして第2i醐に於て

　　　　　　II’i　i－1i”1〈一i一．mmptx’o．　2Y2＋一）jlfS．g：．lill？Si　l2）一，kti

　　　　　　Y’2」　IL｝！　R．n　一a）a，142R．．

　　　　　　　　∴面一丞詰磯魚　…一・・………一・…・………一…（・…）

但し　　　　1，鵜鎮21朔の一．・一次電7充

　　　　　　f！＝一＝第2i瑚の二”く雪洞己

この計算の証果は

　　　　　　η㌦藷；－「薫・嚢語←罰””辱’「’…●…曾●”幽
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6圃は〃tとηとの關係を92をパラ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　メー一　7i　一一として描いたものである・値し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1〈　＝　e．1，£）1　＝100とし穴．．狗（21キ100に於

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ては

7　　　　　　㌦（詰呼●●辱醐
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　より求める事ができる．但しη100は91＝100

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の時の9ヱである．　瞳1日目分る如く臨多界結

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合以下ではηは共振1111線の如く墾化するが

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臨界結合以上では，上廟汲；数と下嗣波数で

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　夫々共振曲線の片｛ISIだけの様な攣化をし，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6圃の黙線の如く共振黒占より急激に落下
　　　　　　　　　　　　　筑
　　　　　　第欄，とM　＝f2ffiとの闘係，　　　する・而してm＝1附近では9・大なるに從

　　　　　　　但しK＝G・1Q1　＝＝工00　　　　　　　　いηは増力ilし，　臨界結合の92で最火回と

な1，更に92を土曾：加すると反って減少してくる．叉；〃が1より離れ）旧館幽では92が塘：加するに從

V・ηは減少する．而してηの最大値は臨界結合以下では仏の大なる程大であり，臨界結合以上でも

伍の大な程大ではあるが次第に飽和状態になる．而してηの最大鯉1はoo7／∂〃i＝0より

　　　　　　1溜＋鰐一・峠］嘉回・＋・画一・尉一瞬］一9…醐

而してこの第…項は第二項に比し・遙かに小であり，それをdで表せば

　　　　　　3嬢景《・α一門）ヂ《“＋り一…　一一一一・一…（…5＞

光づ（2．5）式よりd＝＝0としてノ〃2伊を求めれば

　　　　　　睾…墨」鯉土∠嶺鍵皇丑1塾吐　・……………一・一・（・…6）

次v・でこの〃t！tZの植を｝1j　v・てdを」《め（2．5）式を解く．かくして逐次近似法によりηが最大になるm／tt

を求めることができる．粘し第2表の如く（2．6＞式より疸接求めても誤鶉極めて少く，（2．6）式の餓

を眞の値としてもよい．第2表は第6圃に於てηを最プ（ならしめる〃i／〃及び（2．6）式の誤遊：の計算

結果である．ηを最大ならしめる，〃／tlの簸は臨界結合以下に於ては全て上網波激にあり，921く瓢0・5

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　2　豪

ン

・観ノ。σ

P1 　50201 20Pマ
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以上では1に極めて近v・・臨界結合以上ではm／nは殆んど1で，之はヰ網波数なる故州際には剋り

得ない．上周波数叉は下1’ll波数では趨り得るπの最大黒占叉は最小黙に於てηは一一番大になるが，そ

れを過ぎると策6圃¢）黙線の動く急；激に落ちる．即ちこの黙は不出績である・

　　　　　　　　　　　　　§3．　陽極インピーダンス

陽性インピーダンスR1，は第1圃に於て眞肝管の陽極陰極開のインピーダンスなる故

　　　　砺、｛鑑

但し

Retf　＝　Ri　十　’

L・d・…L・　一
i　　　　　　　王ω乙・～あδ） tuA42

［

鵡卜

　　　　R“＋（tuL，一一thii，一）

κ・ i。譲一・） 1
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　　　　∴丞鉱
　　　　　　　　　　　　1　ne　．／　n2　　　　　　1x’ve
　　　　　　　　　　　了）三ジ；選＋

　　但し　R2）o＝　L’　」／CIRI罵結合回路なき

　　　　　時の陽極インピーダンス

　　第7圃は〃・と1もμ～欝との關係を92

をパラメーターとして描いたものである・

但しK＝＝O．1，9，　：100とした．この圃は

〃まとηとの關係C第61嗣）とは磁の特性を

示しており，　nt＝1の附近では臨界結倫・

のQaのKIF　Rp／Rpeは最小であり，〃t＝1を

離れた範團では偽の大なる程Rp／R抑は

大である．叉K’P／Rp，，の最小値ほ臨界結

合以下では銚の大なる程ノ1・であり，臨

界結合以上では92の大なる麗小である・

が，殆んど鍵夢ない・

　　叉数純計算の結果によれば近似的に
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次式が成り立つ．

　　　　　　　鳥＿、　、＿κ・㍊・［9裁繁＋暑（　　　　　　2・一争）2］

　　　　　　　蕊　7．・＋憐一・＋悲［9翫ゲ＋薯（こ夢ア丁…（鋤

而して

　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　η「下面蔦i　な徽

　　　　　　藁二黒｝一一一一一醐

之よりRp／Ri、eとηとが逆の特性を示す事が分る．

　　叉91キ100の時のRp／R2）vは（3。2）式より

　　　　　　　Rp　ma　1　1　　　　　　群7・＋垣壁嬬一・「●’●曾齢”’”’”n含●”唱．’”．●”’”●『’●（鋤

より求める鋤‘できる・但し（R・・／Rv）…は9・一100の時の（Rp／R・o）であり・この時のR、？。はρ・＝100

の時のRvoの（9，／100）倍である．

　　而してRv／Rpoの最小響iを（3・1）式より求める事は極めて複難にして困難である．そこで（3．2）

式を用いるならば

　　∂（R」，／fx’pu）／∂ノ〃＝；0より

　　　　　　・・d・一　d・・　＋　・　［Q2（1＋2エ＆＿3〃益　　　　　　n2　，一　n4）一一　一一6i一歪］・＝・…一……・……闘

　　但し

　　　　　　d・・＝＝〃罎ヅ＋49・チー4儀鶉｝銑

　　　　　　4＝2｛9・κ2…2“；，￥．（　　lP，ll十　　lP，！）｝審

而して（3．δ）式に於て（d，一d，）は大括弧の項に比し遙：かに小なる1攻先づそれを省略し

　　　　　　t）’C2　！ltlt“一　一　（2ei一一・li－i／1）　1’，一／一2・一　一　gg　＝＝　o　・・…s・・一・…＋・・…一・・・・・・・・・・・・・・…一・　（；．s．　｛）4）

より・・ψ磁求め，逐次近似法により〃ψ磁決定すればよい，鮪1してηの場合と同様（3．6拭より直

接〃癒を決定しても誤差は極めて少い・故に：R2／Rpo最ノ1・の盤【1はη最大の勲と「致する．

　　　　　　　　　　　　　　　　　§4。　結合係数の影響

　　6』即ちノ〃を調整し・て最大の力帥ち最小のR，ノ1～卿にした時のATとη及び1～ノノ／～エ，。の開係を（22を

パラメー一　■i　一一として描V・たのが第8瞳i及び第9羅である．仙しし），・・　100とした．第8圃及び第9圃

寓：
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に於てQ印は臨界結合の黙であり，下線は臨界結合以下，．照i線は臨界結合以上の1庶である．岡の尽

くκが大になる程ηは急激に増すが，£）llの小なる範幽では臨5望結合後は徐々に噌し，9，の大なる

範幽では臨界結合後も可なり急激に士曾す．　それ故適評なηにするには92の平なる時にはi：il孟界結合

程度にすればよv・が，銚の大なるに從い臨界結合以上の1fにしなければならなv・・　四四る1〈の1直

で銚を増してゆけば臨界結合の92迄は忽激に増してゆくが，臨界結合の俄以上では斜日飽和1｛夫態

になる・倫RPIRP」の特性は萌蓮の如くηと蓮の特性を示す事は第8圃，第9圃より秀明らかである・

樹R父，ノRp、、とんとの關係i醐は設計の際κを決定するのに用v・れば便利である・離ち獲振器の最遍陽

極インピー一　］ンスが決定すれば1酬R脚が輿えられ，次に92を輿えれば之等を満足する結合係数1（

は第9繍より決定できる．但．しR1、、，及Ol’　L）1は出定する．

　　　　　　　　　　　　　　　　§5．負荷出　力

　　獲振器の1鳥力は既に喪表しπ如ぴ或る陽極インピ・一一ダンスの黙で最大となり，そ！”LよりRl、が

小となれば愈激に減少し，大となれば徐々に減少する．而して二次園路に傳途さ． 黷體d力は喪振器

繊力のη倍である．二次回路の1｝ll路損失を省略すればP2が下荷泓力となるが，二次回路の鮎が大

になれば省略できす：，：資荷出力P，；’は

　　　　　　P≡峨（！＿．9コー　emu）　…・……・…一……一・……………一・・……一岡

より求め6れる・但しρ20は釦㌃庁無き時の9，である・　920篇200とした晴の（1－92／（？201は第3表の

如くなり，92＝100に於てはP2の肝胆は回路損失となる・　員荷出力は92が大になれば920の値に

より非常に攣化し，而も（5・1）式より簡軍に求めることが出羽るので，ここにはP，の特性に就いて

記しておく・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　3　表

Q，T 1　100

1　一　Q2／Q：，e o．se

50 2e 10 5 2

O．75 o．ge O．9，’） ・画・・99

1
蔑

O．995

　　第10瞳iは1〃とろとの開係を（みをパラメータ　・一　deして描いたものである．　但し濃振器の眞空

管はSN157，格了・漏洩抵抗＆＝3k9，反結舎係数々＝02とし，ρF100，　R2＞，＝・100k9，　K＝＝0・1とし

た場合である・之は任意の7〃に屈し第7瞳はりRpを求め，．獲振器出力とRpとの關係圖轍よ）i｛1．

振器繊力を求め，第6圃よりηを求めて為を：決定するのである・この例ではRp／RPo＝α12に於て

畿振器出力最大であり，叉ηは1～アの小なる程大となる．故にちはRp／Rpe＝O・12になる〃z迄ぽ沢1、

の小になる〃t二大となるが，　尺pが更に：小になる1〃に於てはηは徐々に塘：JJIIするに封し子振器出力

は急激に：減少する故1♪2は急激に減少する．　この結果i〈，p／　K’　poa．）最ノ1・値が（｝護2以上のρ2に回し・ては

＊　黒部：北大庶紅墜部i魏報，第5號，昭利26年3月，P。33．

撒　黒部：岡上．
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電力獲根器の緒合慣荷鱗路

P2とntの關係はηとlitとの關係と似て　　　ltOO

みるがより急峻な曲線を描き・その最大　　　10GO

黒占は一致し軍峰性である．而しRp／A’p｛）の

最小値が0．12以下になる如き£）2に干て
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．800
＝はRp／Rpeが。・12以下の部分で獲撮器｝1｛卑

力が減少する故双峰性となる．　第10國
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　600
のQ，　＝10はこの關係を示してみる・叉　P。

臨界結合以上のQ，に封しては同様にRp／（W）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　400Rpc｝　・O．12の響1が最大；鮎で，それよりRp

が減少すればP，は圃の黙線の女1：iく急激

に滅少し，稜振が停止するか（悶に於て　　　200

上岡波数の9、＝1bo，50，20の場合）叉は．

獲振周波数が縛換する　（圃に於て下澗波　　　　O
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．8
数の9，コ50，20の場合）．R、j／R。・＝O・12

に：なる如き〃zの黙のP2は（3．3）式より獲

振晶出）iの（1－0，12アz2）イ｝慈なる故，上周波

撒より下醐波数の方が大であり，
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その差は9zの頑なる絶大であるが少しの差である．愉し實際の

　　　　　　　　　　　　　員荷出力はこの（1一一g・／9，・）倍なる故

　　　　　　　　　　　　　9，の大なる程小になる・

　　　　　　　　　　　　　　　ヌ．多奮11i鹸琵ま1］tを謬募盆盛し｝ごηを＝

　　　　　　　　　　　　　1く

第U圓PL・と1ζとの闘係1目し（～｝明00，？η初を最火
ならしめるilf［，眞窯管SN．】δ7鴛11篇3k521c　＝　Eu／rci、算0．2

錨き札の最大値も殆んど同じである、それ故如肇1∫なるρガ6も遍當なKを選ぶならPeを最大なt：’

最大の歌態にした時のκと鳥との

關係を偽をパラメーターとして描

ib　fcものである．之は任意の1（に博

し第9瞳はりRv／Rp、，を求め，二獲振雪

上力とノ？t，との關係罎はり獲振器禺

力を求め，第8圃よりηを求めて瑞

を決定するのである．　第11隣はり

Kの高なるに從い左が云函は減；少し

P，は塘：瀕するが罵ノノ～脚亀0．12にな

る1〈の値で最大無になり，それより

1〈が塘：加する時は獲振器出力は急激

に：減少する爲P婦5コ成少する．　而し，

て（んの如何に拘らすし1趨・浪の曲線を

　　　　　　　　　　　　　　　・）
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しめる事が出來る．而し實際の員荷出力はこの（1－Q2／Q2e）倍なる故92が大なるに從い小となる．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　欝

　　電力獲振器の結合員荷特性に就V・て詳細に記したが，その結論は次の如くなる．

　　1・臨界結合以上では起り得る嚢振周波激は3鯛あり，スイッチを入れた瞬問に獲生する周波

　　　激はηz＜1では上周波徽，2〃＞1では下周波数である．

　　2．電力傳途能率ηと陽極インピーーダンスRpとは全く逆の特性を示しη最大なる勲と（Rp／Rvo）

　　　最小なる黒liは一致し，この熱ま臨界結合以下では〃i／n＜1即ち上周濾敬にあり，臨界結合

　　　以上では7〃／・啓1即ちi’i＝1周波数にある・而して中燭波激は實際には實現せす，上閥波激及び

　　　　下周波激の夫々不連績鮎でη最大，邸最小になる．而して之等の黙では周波数攣動最大で

　　　　ある．

　　3・　tt　g小なる時に適當なηにするにはKを臨界結合係数程度にすればよいが，92火なるに從

　　　　い臨界結合係数以上にしなければならぬ．而して同じ結合係数の時ば92大なる’程ηは大

　　　である．

　　41二刻哩各電力は畿振器の特性に：より左矛fされ，機振暑縞力最大のRvを輿える様な1〃・鳥

　　　の時に最大となり，ある92より大なる9、に於ては双峰性となる．叉臨界結合L！’J：の92

　　　では上周波数と下周波数に夫々箪峰を生する．このP，の最大値は鳥に拘らす大体等しV・

　　　が，員荷嵩力は92が大なる程減少する．


